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2．調査期間 













































































対象者 7 名の背景は、年齢は 50 歳代 2 名、60












  大阪大学看護学雑誌 Vol.22 No.1（2016） 
12 
表１対象者の概要 
5-FU: フルオロウラシル CDDP:シスプラチン ADM：塩酸ドキソルビシン DTX：ドセタキセル  
 
2)飲酒と喫煙習慣 
7 名全員に週 7 日の飲酒習慣があり、純アル
コール指数は 14.4 から 133.2 g/日(中央値 74 g/
日)だった。また、喫煙経験者は 5 名、ブリンク
マン指数は 0 から 1200(中央値 750)だった。 
2.味覚障害の症状に関する調査結果 
味覚障害症状では、何らかの症状を訴えた者
は、治療開始前では 7 名中 2 名、1 クール 1 週
目で 5名、2クール 1週目では 7名全員だった。 
味覚障害症状で一番出現頻度が多かったのは、
「味覚減退」であり、治療開始前が 7 名中 1 名、
1 クール 1 週目で 4 名、2 クール 1 週目で 6 名
だった。次に多かった症状は「味覚消失」で、
治療開始前 0 名、1 クール 1 週目 4 名、2 クー
ル 1週目 3名で出現した。2クール 1週目では、
7 名全員が「味覚減退」か「味覚消失」の症状
を訴えていた。「異味症」は治療開始前、1 クー
ル 1 週目ともに 1 名、2 クール 1 週目 2 名だっ
た。「悪味症」は治療開始前 0 名、1 クール 1
週目 1 名、2 クール 1 週目 2 名だった。「自発性
異常味覚」は治療開始前、1・2 クール 1 週目と








者は、治療開始前が 7 名中 4 名、1 クール 1 週
目が 5 名、2 クール 1 週目が 6 名であり、対象
者 7 名中 6 名が調査期間中に、何らかの味にお
いて定量性味覚検査による味覚感度が低下して
いた。治療開始前に定量性味覚検査で味覚感度








名、1 クール 1 週目 2 名、2 クール 1 週目 4 名
だった。「甘味」は、治療開始前が 1 名、１・2
クール 1 週目ではともに 2 名だった。「苦味」
は、治療開始前では 0 名だったが、1 クール 1
週目では 4 名、2 クール 1 週目は 1 名だった。
「酸味」は、治療開始前が 0 名、1 クール 1 週
目は 1 名、2 クール 1 週目が 2 名だった。 
「苦味」は 1 クール 1 週目で、「塩味」は 2
クール 1 週目で定量性味覚検査による味覚感度
の低下を訴えていた者が 7 名中 4 名と他の味に
比べて多い結果となった。また、複数の味で定
量性味覚検査による味覚感度が低下した者は治








FP 療法群 FAP 療法群 DCF 療法群 
5-FU800mg/㎡+CDDP80mg/
㎡ 
(4 週 1 クール) 
5-FU700mg/㎡+CDDP70mg/㎡
+ADM35mg/㎡ 
(4 週 1 クール) 
5－FU700mg/㎡+CDDP 70mg/㎡+DTX70mg/
㎡ (3 週 1 クール) 
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男性 
60 歳代  
男性 
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男性 




















進行度 cStageⅡ cStageⅣa cStageⅡ cStageⅢ cStageⅣb cStageⅡ cStageⅢ 






















純アルコール指数 14.4g/日 86.4g/日 133.2g/日 54 g/日 25.3g/日 82g/日 74g/日 







































めた者は、治療開始前 0 名、1 クール 1 週目・2









下の自覚を訴えた者は、「塩味」は 1 クール 1
週目で 2 名、2 クール 1 週目は 1 名だった。「甘
味」は、1 クール 1 週目で 1 名だったが、2 ク
ール 1 週目は、再び味別に味覚感度低下を訴え
た者はいなかった。「苦味」は、1 クール 1 週目
で 1 名、2 クール 1 週目は 2 名、「酸味」は、1・
2 クール 1 週目ともに 2 名で味覚感度低下の自
覚を訴えていた。また、複数の味において味を
特定した味覚感度低下の自覚を訴えた者は治療
開始前 0 名、1 クール 1 週目・2 クール 1 週目
(人) 
(人) 
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感度が低下した者は、1 クール 1 週目が 5 名だ
った。このうち味覚障害症状を訴えた者は 3 名
であり、「味覚減退」は 3 名中 3名、「味覚消失」
は 2 名、「異味症」は 1名だった。その他の症状
を訴えた者はいなかった。 

























































名だった。また、「塩味」は 2 クール 1 週目で、
「苦味」は 1 クール 1 週目で定量性味覚検査に
よる味覚感度の低下を訴えた者が 7 名中 4 名と
他の味に比べて多い結果となった。「苦味」は 1
クール目に障害されている人が多かったが、2
クール目は 7 名中 1 名と減っており回復してい
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